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中期経営計画の骨子

1. 成長事業での収益拡大
2. 利益あるベースビジネスの拡大
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アンリツの成長戦略

グローバルなイノベーション活動により、｢利益　　ある持続的成長｣の実現

2013年3月期
（計画）

2011年3月期

2010年3月期

売上高

1,000億円
営業利益率

12%売上高

900億円
営業利益率

10%
売上高
779億円
営業利益率
9.0%

売上高
735億円
営業利益率
6.2%

2015年3月期
（ビジョン）

中期経営計画

GLP2012

ビジョン
Anritsu120

編集方針

アンリツの IR関連情報については、本アニュアル
レポートおよびWebサイトの各ページでご紹介し
ています。

　Webサイトでは、業績や株価、株式情報などの基本

的な情報から、個人投資家の皆様に向けた事業内容

や研究開発、CSR活動のご紹介など、当社のIR活動

に関連する情報を網羅的に開示しています。

　一方、本アニュアルレポートでは、経営陣が語る

経営戦略や事業戦略を中心として、株主・投資家

の皆様に、当社についてより深くご理解いただけ

ることを目的として編集しています。また、より効

率的にご理解いただけるよう、Webサイトと重複

する情報は、必要な情報のみを掲載するコンパク

トな構成としました。

　2010年3月期からは、従来冊子としても発行して

いたアニュアルレポートをPDFとe-book形式での

掲載とし、Webサイトの該当ページへのリンクを貼る

など、Webサイトとの連動を重視した編集としています。

　本アニュアルレポート中の          マークをつ

けた項目については、その詳細を当社のWebサイ

トでご覧いただけるようになっています。

70%

30%

利益ある
ベースビジネス
の拡大

利益ある
ベースビジネス
の拡大

成長事業での
収益拡大

通信電子部品

40Gbit/s／100Gbit/s
LTE

通信インフラ

スマートフォンや基地局

食品、薬品、化粧品

通信インフラシステム、映像監視、
データ伝送用光デバイス

開発・製造用

建設・保守用

製造用

異物・重量
検査用

Web

研究開発用

研究開発用

利益ある
ベース
の拡大

利益ある
ベース
の拡大

成長
収益拡大

計測事業

産業機械、
情報通信、
その他
事業

70%

30%

＜主力の計測事業＞

携帯端末開発用
端末認証・相互接続
試験システム

無線基地局
建設・保守用

計測器

端末製造用計測器
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  ある持続的成長｣の実現

売上高

1,000億円
営業利益率

12%

2015年3月期
（ビジョン）

ビジョン
Anritsu120

見通しに関する注意事項

　本アニュアルレポートに記載されている、アンリツの

現在の計画、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないも

のは将来の業績等に関する見通しであり、リスクや不確

実な要因を含んでおります。将来の業績等に関する見通

しは、将来の営業活動や業績に関する説明における「計

画」、「戦略」、「確信」、「見通し」、「予測」、「予想」、「可能性」や

その類義語を用いたものに限定されるものではありませ

ん。実際の業績は、さまざまな要因により、これら見通しと

は大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。

　実際の業績に影響を与えうる重要な要因は、アンリツ

の事業領域を取り巻く日本、米州、欧州、アジア等の経済

情勢、アンリツの製品、サービスに対する需要動向や競

争激化による価格下落圧力、激しい競争にさらされた市

場の中でアンリツが引き続き顧客に受け入れられる製

品、サービスを提供できる能力、為替レートなどです。

　なお、業績に影響を与えうる要因はこれらに限定され

るものではありません。また、法令で求められている場合

を除き、アンリツは、あらたな情報、将来の事象により、将

来の見通しを修正して公表する義務を負うものではあり

ません。

　2010年3月期からは、従来冊子としても発行して
いたアニュアルレポートをPDFとe-book形式での
掲載とし、Webサイトの該当ページへのリンクを貼る
など、Webサイトとの連動を重視した編集としています。
　本アニュアルレポート中の          マークをつ
けた項目については、その詳細を当社のWebサイ
トでご覧いただけるようになっています。
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